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2014 年 4 月 9 日 
株式会社日立製作所 

 
海外から日本の技術計算環境を自在に使える基本技術を開発 

国内-海外拠点間のデータ通信速度を 100 倍以上に高速化 

 
株式会社日立製作所(執行役社長兼 COO: 東原 敏昭／以下、日立)は、このたび、海外の設

計・開発・研究拠点から、日本に設置されたスーパーコンピュータなどの技術計算環境を日本国内

の拠点と同様に利用できる基本技術を開発しました。日立が有するネットワーク高速化技術とデータ

圧縮技術を組み合わせて、回線帯域の大きい日本・米国拠点間のほか、回線帯域の小さい日本・イ

ンド拠点間を結ぶ WAN(Wide Area Network)においても、従来比 100 倍以上の高速通信を実現

しました。これにより、米国やインドにおいても、日本に設置された技術計算環境を利用することが可

能となります。今後は、さらに世界各国でこの環境を検証・整備し、設計・開発・研究部門におけるＩ

Ｔ・業務システムのグローバル標準化・集約化を推進します。 
 
日立は2015中期経営計画において、海外売上高比率を50%超まで拡大する目標を掲げるとともに、

事業構造改革(Hitachi Smart Transformation Project)における柱の一つとして「ＩＴ・業務システ

ムのグローバル標準化・集約化」 を掲げています。設計・開発・研究業務の海外現地化の促進にお

いては、日本と同様にシミュレーションツールやスーパーコンピュータなどの技術計算環境を整え、

信頼性や性能の確保が必要です。しかし、海外の開発拠点ごとに技術計算環境を構築するために

は多大なコストがかかります。また、海外から日本にある技術計算環境を利用する際は、海外と日本

の間で大規模な設計データや計算結果を転送する必要があるため、データ転送に多大な時間がか

かるという課題がありました。 
今回日立は、米国とインドの拠点を対象として、数ギガバイトから大きいものでは数テラバイトにの

ぼる設計データやシミュレーション結果を拠点間で共有する技術計算環境（以下、設計クラウド）を構

築するために、データの転送時間を大幅に短縮可能な高速転送技術を開発しました。 
 

（１）転送データの圧縮技術 

転送データの容量を低減するために、データ構造に適したデータ圧縮／復元技術を開発しました。

本技術の特徴は、データの評価検討に重要な部位の情報のみを抽出し*1、それ以外の情報は、圧

縮率の高いデータ圧縮*2 を行うことにあります。重要部位の情報と、圧縮した情報を転送後に組み合

わせて復元することで、重要部位の情報の精度を落とさずに、データ量を大幅に低減したデータ転

送を実現します。パワーエレクトロニクス製品の大規模流体解析結果データを用いた検証では、本

圧縮技術の適用により、データ容量を 1/10～1/100 に低減できることを確認しました。 
 

（２）通信高速化技術 

日立が有するネットワーク高速化技術を日本、米国、インドの各研究開発拠点に導入し、回線帯

域を最大限に活用することで、データ転送の高速化を図りました。回線帯域の大きい日本・米国拠
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点間では 17 倍、回線帯域の小さい日本・インド拠点間においても 2.4 倍の高速化効果が得られるこ

とを確認しました。なお、本技術を搭載したネットワーク高速化装置は、日立 WAN アクセラレータ

GX1000 シリーズとして販売を行っています。 
 
データ圧縮技術とネットワーク高速化技術を組み合わせて利用した結果、シミュレーション結果の

データ転送時間を 1/100 以下に低減でき、日本・米国拠点間では 170 倍、日本・インド拠点間では

120 倍の高速化効果が得られることを実証しました。これにより、回線帯域が国内より一桁低いインド

の拠点においても、国内と同等の時間で、日本のシミュレーション環境を使用できることを確認しまし

た。 
 研究開発グループでは、今回開発したデータ高速転送技術を用いて海外研究開発拠点における

シミュレーション活用を加速し、海外拠点で開発設計する製品の性能や信頼性を高め、日立グルー

プのグローバル展開を支援していきます。 
 
■注釈 

*1  重要な部位の情報を抽出するために、設計上の重要な領域をデータベース化 

した。転送時に、転送するデータ構造と上述のデータベースを比較することにより、重要部位の情報を抽出する手法を開発。 

*2  テンソル分解圧縮法を活用。テンソルとは、二つのベクトルを結びつける物理量のことで、テンソル分解とはテンソルをコアテンソルと

基底関数の積として分解すること。コアテンソルと基底関数を用いれば、元のテンソルと類似のテンソルを得られる一方、コアテンソル

と基底関数の合計サイズは、元のテンソルサイズより小さいため、高いデータの圧縮効果を得られる。 

 
図１ 技術計算クラウドの概要図 

  

米国拠点

シミュレーション結果
（ソフト検証）

Trace:  T :1    265039     431051   00002A14  5620 0063  MOVEA 0x63,  R00,  R10
Tra ce:  T :3                         Put R10 00000063
Tra ce:  T :1    265040     431052   00002A18  59EA         CMP R10 ,  
R11

Tra ce:  T :2                         Get R11 00000002
Tra ce:  T :2                         Get R10 00000063
Tra ce:  T :3                         Put PSW 0000000A

設計データ
メカモデル

エレキモデル

組込ソフト

自動車組込み
ソフト開発

インド拠点

(熱流体解析)
シミュレーション結果

設計データ

パワーエレクトロニクス
製品開発

ＷＡＮ ＷＡＮ

日本

データセンタ

技術計算クラウド

シミュレーション
ツール

日立HPC環境設計データ

シミュレーション
結果

データ
高速転送

データ
高速転送



3 

■照会先 
株式会社日立製作所 日立研究所企画室[担当：影山] 

〒319-1292 茨城県日立市大みか町七丁目 1 番 1 号 

電話 0294-52-7508 (直通) 

 

以上 
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